
子ども達のたからもの 

 

 毎日のように、子ども達は園からおみやげを持ち帰ります。木の葉やどんぐり、しいの

み、石ころや棒切れ、そして思いのこもった工作。それは新聞紙で作ったドレスであった

り、空き箱の迷路だったり、いろいろです。 

 帰りの時、玄関でお家の方に「ほら～、こ～んないっぱいどんぐりひろってきた～」「こ

のドレスすごいやろ？」「この棒かっこいいやろ。ここでまがっとれん」などと、見せてい

ます。その時のお家の方の反応が様々で、見ていると本当に楽しいです。ペットボトルの

お散歩バックいっぱいのどんぐりに、目を丸くして「すごーい！よくこんなにたくさん集

めたぜ～」とニコニコと受け止めて下さるお母さん。だまって「ふ～ん」と返事だけされ

る方。中には、ちょっと見ると一見ゴミの山のような新聞紙や広告に、「ほんとにこんない

っぱい毎日毎日…」と声に出して言われる方もあります。（ほんとにそうだなぁ）と苦笑い

してしまうのですが、そんな時の子ども達の顔は、ちょっぴり残念そう。 

 この前、たった一つ見つけてきたどんぐりを、「おかあさん、ほら！こんな大きいどんぐ

り見つけた」と、玄関で知らせた時、お母さんが「ほんとやね。おうちでかざっとかんな

んね」と受け止めて下さり、それを聞いて、心がほわんと温かくなりました。 

 広告のベルトや、剣、アームバンドは、本当に宝物です。これ１つでヒーローになれる

のですから、玄関でベルトをして意気揚々と帰って来たら「すごいね！かっこいいぜ！」

と言ってあげて下さいね。大人にとってはゴミのような紙や石ころ、棒切れも、子ども達

にとっては宝物です。 

 さて、困るのは、この宝物の処理のし・か・た。 

大抵のお母さんは、お家で宝物の置き場を決め、何日かたってから子どもの「これ、まだ

大事？」と聞いて、「もういいよ」と言ってくれれば処分しておられます。これを処理せず、

どんどんためておき、一部屋いっぱいになってしまったと笑っておられた方もありました。

（本当にそうなりますよね！）でも、子どもにとっては嬉しいことでしょうね。 

 こども園でも、靴箱の中に、いろいろな宝物をためている子がいます。気になりますが、

うっかり捨てられません。様子を見ていていらないようなら、「これ、もういらない？」と

声をかけます。落ちている紙切れでも、もしかして？と思って、何日間かはできるだけ、

捨てずにとっておきます。「ぼくの大事な紙、なくなってん」と後日言ってくる子がいるか

らです。 

 皆さん、子ども達の収集物や作品には、心して接しましょうね。 

 

 

 


